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財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

筑
後
船
小
屋
駅
西
側
一
帯

の
ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ー
ム
用
地

に
つ
い
て
、
地
権
者
等
と
売

買
の
協
議
が
整
っ
た
た
め
、

条
例
の
規
定
に
よ
り
提
案
さ

れ
た
。

　

可
決
に
よ
り
、
予
定
地
の

整
備
が
本
格
的
に
進
ん
で
い

く
こ
と
に
な
る
。

　
筑
後
に
ホ
ー
ク
ス
が
、
来
る
！

副
市
長

　

田
村
貴
子
（
山
ノ
井
）

人
権
擁
護
委
員

　

永
松
三
夫
（
徳
久
）

（
敬
称
略
）

る
た
め
、
相
殺
す
る
形
で
現

状
の
ま
ま
と
し
た
。

問 

次
期
の
契
約
の
際
は
、

考
え
る
と
い
う
こ
と
か
。

答 

26
年
度
中
に
検
討
し
た

い
。

問 

今
回
、
当
初
の
指
定
管

理
の
内
容
が
変
わ
る
の
だ
か

ら
、
当
然
契
約
変
更
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

答 

オ
ー
プ
ン
後
、
１
年
間

様
子
を
見
て
、
次
の
指
定
管

理
者
を
決
定
す
る
際
に
、
十

分
検
討
し
た
い
。

筑
後
市
消
防
団
員
の
定
員
、

任
用
、
給
与
、
分
限
及
び
懲

戒
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

　

消
防
団
へ
の
女
性
参
画
を

拡
大
し
、
協
働
に
よ
る
総
合

的
な
消
防
防
災
体
制
の
一
層

の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、

女
性
消
防
団
員
定
数
を
増
員

す
る
も
の
。

問 

女
性
の
参
画
に
つ
い
て
、

ね
ら
い
や
具
体
的
な
目
的
な

ど
が
あ
る
の
か
。

り
副
市
長
を
１
人
に
戻
す
決

定
を
し
た
。

退
任
さ
れ
た
松
本
前
副
市
長

筑
後
市
県
営
筑
後
広
域
公
園

内
休
憩
施
設
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

川
の
駅
恋
ぼ
た
る
温
泉
館

に
増
設
す
る
休
憩
室
等
に
関

す
る
も
の
。

問 

収
益
事
業
が
増
え
る
こ

と
に
な
る
と
思
う
が
、
指
定

管
理
料
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答 

指
定
管
理
料
の
変
更
は

考
え
て
い
な
い
。
今
回
、
レ

ス
ト
ラ
ン
機
能
を
持
つ
休
憩

室
の
増
築
を
行
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
に
と
っ
て
は
収

益
も
上
が
る
が
、
維
持
管
理

の
範
囲
も
広
が
る
こ
と
に
な

筑
後
市
副
市
長
の
定
数
を
定

め
る
条
例
及
び
筑
後
市
青
少

年
問
題
協
議
会
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　

26
年
４
月
か
ら
副
市
長
の

定
数
を
１
人
と
す
る
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

問 
副
市
長
は
、
３
年
前
に

そ
れ
ま
で
の
１
人
か
ら
２
人

と
な
っ
た
。
今
回
１
人
に
戻

す
理
由
は
。

答 

市
長
１
期
目
の
マ
ニ
ュ

フ
ェ
ス
ト
が
「
女
性
副
市
長

の
誕
生
」
だ
っ
た
。
３
年
前

に
、
副
市
長
２
人
制
を
提
案

し
た
時
に
は
、
そ
の
代
わ
り

に
部
長
制
を
廃
止
す
る
こ
と

を
視
野
に
入
れ
て
い
た
。

　

こ
の
間
の
検
討
の
中
で
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
し
、
課
長
権
限
だ
け
で
は

応
え
る
こ
と
が
困
難
と
判
断

し
、
部
長
制
を
存
続
す
る
こ

と
に
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

答 

こ
れ
ま
で
の
消
防
団
は

男
性
中
心
の
組
織
だ
っ
た
が
、

防
災
を
考
え
る
上
で
、
住
民

の
積
極
的
な
参
加
促
進
や
地

域
防
災
力
を
充
実
強
化
す
る

た
め
に
は
、
女
性
な
ら
で
は

の
能
力
も
必
要
で
あ
る
。

問 

消
防
団
員
は
、
男
性
で

あ
っ
て
も
地
域
の
中
で
新
し

い
団
員
を
確
保
す
る
の
が
大

変
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
の

女
性
消
防
団
員
の
増
員
だ
が
、

確
保
の
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

答 

こ
れ
か
ら
募
集
し
て
い

く
。
広
報
や
地
域
で
の
声
か

け
な
ど
幅
広
く
行
っ
て
い
き

た
い
。

　
増
員
さ
れ
る
女
性
消
防
団

　
　
　
　
（
出
初
式
で
の
様
子
）

２６年度当初予算成立！ 一般会計は昨年度比11.4％増

ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地

立
地
に
関
す
る
基
本
協
定
調

印
式

　

３
月
27
日
、
九
州
芸
文
館

に
お
い
て
、
ホ
ー
ク
ス
と
の

基
本
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
、
市
長
、
議
長
、

商
工
会
議
所
会
頭
が
出
席
、

ホ
ー
ク
ス
側
か
ら
は
、
代
表

取
締
役
社
長
後
藤
氏
、
取
締

役
相
談
役
舘
氏
、
取
締
役
兼

執
行
委
員
沖
本
氏
が
出
席
、

協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
夢
が
走
り
出
し

ま
す
。

　
調
印
式
の
様
子
（
九
州
芸
文
館
）

３月定例会では、26年度の10の主要施策を含めた積極型予算が審議されました。
（予算特別委員会の審議の結果はP４～P５に掲載）
最終日には、筑後船小屋駅西側に誘致決定した、福岡ソフトバンクホークスのファー
ム関連議案が可決され、２年後の開業へ向け、本格的に準備が進んでいきます。
また、副市長の定数を２から１とする議案が可決され、4月から田村貴子氏（47）
を副市長とする人事案件に同意しました。

ソフトバンクホークス  関連議案を議決 ファーム工事本格実施へ！
副市長は1人体制へ

（
全
員
賛
成　

原
案
可
決
）

（
全
員
賛
成　

原
案
可
決
）

（
全
員
賛
成　

原
案
可
決
）

人
事
案
件
２
件（
同
意
）

平成26年

３月定例会
2月28日〜3月20日

筑
後
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

25
年
度
の
予
算
総
額
を

１
８
７
億
１
８
８
０
万
円
と

す
る
も
の
。

　

公
的
介
護
施
設
整
備
事
業

費
補
助
金
１
億
１
５
０
万
円
。

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生

活
介
護
事
業
所
（
小
規
模
特

養
）
の
整
備
に
対
し
て
１
床

あ
た
り
３
５
０
万
円
を
補
助

す
る
も
の
。

問 

こ
の
整
備
に
よ
っ
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待

機
者
が
ど
の
く
ら
い
解
消
で

き
る
の
か
。

答 

市
の
計
画
で
は
29
床
の

整
備
を
行
う
が
、
高
齢
化
率

の
伸
び
等
に
よ
り
追
い
つ
い

て
い
な
い
状
況
。
一
方
、
県

が
計
画
す
る
広
域
で
の
整
備

も
あ
り
、
26
年
度
に
市
内
に

40
床
の
計
画
が
あ
る
。
広
域

の
整
備
で
は
す
で
に
、
25
年

度
に
八
女
市
分
で
あ
る
が
、

筑
後
市
と
の
境
あ
た
り
に
40

床
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
入

居
が
始
ま
っ
て
い
る
。

主
な
議
案
と
質
疑

（
全
員
賛
成 

原
案
可
決
）

（
全
員
賛
成 

原
案
可
決
）


